
7−はびきの　2014.7.1−

鳶 上空数百メートルを駆ける職人のひみつ

だぶだぶズボンにヘル
メットでおなじみの鳶職
人の仕事現場は、時に
ははるかな空の上。東京
スカイツリー建設にも
関わった著者が自ら書
いた、建築現場の花形
職人の知られざる世界。

わたしたちの島で

陸の王様のライオン
は、海の王様のドラゴ
ンとの約束を破った
ために、勝ち目のな
い決闘をすることにな
りました。そこで、かし
こい家来のウサギが
たてた作戦とは？

7月  9日㈬   東部図書館       10：30
7月12日㈯、19㈯羽曳が丘図書館 15：00
7月19日㈯   陵南の森図書館 15：00
7月19日㈯   古市図書館       15：00
7月20日㈰   陵南の森図書館 11：00（小さい子向き） 
                 11：30（少し長いお話を聞ける子向き）
7月6日㈰、13日㈰、27日㈰ 
　　            陵南の森図書館 14：00
7月6日㈰、13日㈰、20日㈰、27日㈰
　　            中央図書館       13:30

多湖 弘明／著 洋泉社

常夜

新米の博物館学芸員
である私は、民俗学の
聞き取り調査をするた
め訪れた伊勢の漁村
で、奇妙な虫に取り付
かれた…読む人を異
界へと誘う、第９回
「幽」怪談文学賞・長編
部門大賞受賞作。

石川 緑／著 KADOKAWA　

図書館クイズ（陵南の森図書館）
『怪盗ブッカーからの挑戦状』
期間　7月18日㈮～8月30日㈯　申込不要

たなばたまつり（丹治はやプラザ２階 集会室）
日時   7月5日㈯／18：30～
内容　おはなし・手遊び・おりがみなど

ちびっこサロン（市役所敷地内：森のゆうびんきょく）
7月9日㈬／10：30～　おはなし・おりがみなど

かしこいウサギとはずかしがりやの大きな鳥

夏休みにウミガラス島
にやってきたメルケル
ソン一家。借りた家は
ボロボロだけど、海辺
の暮らしは毎日が冒険
の連続で、４人の子ども
たちは大はしゃぎです。

尾崎 義／訳 岩波書店

ブックステーションはびきのコロセアム　☎ 937-7210(火・木・金曜日　13:30～16:30）　　ブックステーション青少年児童センター　☎ 952-0032（月～土曜日　9:00～17:00）　 　
古市図書館　☎ 958-0050（水～日曜日　10:00～17:30）　

アストリッド・リンドグレーン／作

平岡 敦／訳 徳間書店
パスカル・マレ／作 デルフィーヌ・ジャコ／絵

 　

●所 在 地
●問 合 せ
●開館時間
●休 館 日
●利用対象
●月～土曜
●申込受付

翠鳥園2-9-101　
ＴＥＬ＆ＦＡＸ  957-4900
９:00～１７:３０
日曜・祝日、１２月29日～１月3日
小学生と保護者同伴の３歳以上の幼児
スポーツ・レクリエーション（室内・外）を行なっています。
電話での受付は、申し込み日の朝９時からです。
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　その教
おし

えを概
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き

すると、一
ひと

つ目
め

は、

人
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間や自
し

然
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々の繋
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